












要約:

  双胎出産では、単胎出産よりも妊娠週数が短い傾向があるが、分娩結果が良好な週数も

単胎分娩とは異なると考えられる。今回は、死産率を指標として、最も死産率の低い在胎

期間を検討するとともに、最も死産率の低い体重について調べた。1979～1994 年の 16 年

間の人口動態統計の出生票と死産票の個票から、双生児出産について、妊娠退数別に死産

率を求めたところ、全体での死産率は 9.78%で、男女別には男児が 9.92%、女児が 6.57%

と男児の死産率が高くなっていた。妊娠週数と体重のデータに欠測値がないデータに限る

と、全体での死産率は 7.61%だった。この 16 年間で双胎の死産率はどの在胎週数でも減

少しており、全体では 1979-1985 年が 10.69%、1986-1990 年が 9.87%、1991-1994 年が 7.95%

となっていた。在胎週数別にみると、最低の死産率は妊娠満 38 週の 1.27%だった。この

妊娠満38週では胎児の体重が2800-3100gの区分のときに0.35%と最低の死産率を示した。

1991-1994 年に限れぱ、満 38 週全体で 0.79%、さらに胎児の体重が 2800-310Og の区分で

は 0.11%まで低下していた。これと同様の分析を試みた合衆国のデータ(Luke,1996)では、

36-37 週の 2500-2800g の区分が最低の死産率(0.33%)となっており、死産率が最低となる

在胎週数は日本よりも 1-2 週早く、児の体重も軽くなっていた。この違いの差は、日米の

医療の違いによるものと予想され、  日本では分娩を遅らせる方向の介入がなされる割合

が高いためである可能牲がある。死産率の絶対値でみる眼り両国の結果に大きな差はない

が、出生後の質の違いを評価するためには、出生した児の状態を評価して判断する必要が

ある。いずれにしても、死産率を指標とした場合、日米とも全体の死産率は低下してきて

おり、医療の改善が進んでいることが示唆される。


